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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、超音波の放射力を効率よく増幅する機械構造を開発することで、パッシブな軽量

力触覚ディスプレイの実現を目指す。本年度は、その基本構造にテコ-クランク構造を採用し、指

先装着型のパッシブ触覚デバイスを開発した。そのデバイス位置を 3次元トラッキングし、動的に

超音波焦点を照射・駆動するシステムも開発した。開発したデバイスについては物理評価を行い、

おおよそ設計通りの増幅率(19.4倍)が実現でき、0.4 Nの力が 45 msで提示できることを確認し

た。また、装着した指先に明瞭な触覚が生起することも予備的に確認した。今後はこのデバイスが

与える触覚刺激の知覚強度について心理評価を行い、論文誌及び国際会議に投稿する予定であ

る。 

 


